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万
一
の
時
に
遺
族
の
生
活
を
守
る
生
命
保
険
の

「
死
亡
保
障
」。
保
険
会
社
の
人
に
勧
め
ら
れ
る
ま

ま
に
加
入
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

し
か
し
、
生
命
保
険
は
、
住
宅
に
次
い
で
2
番

目
に
大
き
な
買
い
物
と
い
わ
れ
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、一
般
的
に
は
、亡
く
な
る
ま
で
自
分
（
遺
族
）

の
も
の
に
な
ら
な
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
の
払
い
過
ぎ
は
可
処
分
所
得
（
お
給
料
か
ら

税
金
や
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
後
の
自
由
に
使

え
る
お
金
）
を
減
ら
し
ま
す
。
生
命
保
険
は
、
加

入
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
万
が
一
の
時
に

役
立
っ
て
こ
そ
の
も
の
。
生
命
保
険
の
特
性
を
よ

く
知
り
、
上
手
に
加
入
し
た
い
も
の
で
す
。

生
命
保
険
の
種
類

生
命
保
険
の
中
で
、
契
約
者
（
被
保
険
者
）
が

亡
く
な
っ
た
時
、
遺
族
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る

「
死
亡
保
障
」
は
、
定
期
保
険
、
長
期
平
準
定
期

保
険
、
収
入
保
障
保
険
、
逓
減
定
期
保
険
、
終
身

（
2
）
長
期
平
準
定
期
保
険

長
期
平
準
定
期
保
険
は
、
保
険
期
間
が
1
0
0

歳
ま
で
と
い
う
よ
う
に
、
定
期
保
険
の
中
で
も
特

に
長
期
の
保
険
期
間
を
設
定
す
る
も
の
を
言
い
ま

す
。
保
険
期
間
が
長
い
の
で
、
終
身
保
険
に
近
い

死
亡
保
障
が
得
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
が
高
く
、
解

約
返
戻
金
も
高
く
な
り
ま
す
。
貯
蓄
目
的
で
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
保
険
で
す
。

（
3
）
収
入
保
障
保
険
・
逓
減
定
期
保
険

収
入
保
障
保
険
や
逓
減
定
期
保
険
は
、
加
入
時

の
保
障
額
が
最
も
大
き
く
、
保
障
額
が
年
々
減
っ

て
い
く
保
険
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
に
は
、

定
期
保
険
に
比
べ
る
と
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

「
収
入
保
障
保
険
」
は
、
死
亡
時
か
ら
保
険
期

間
満
了
ま
で
、
年
金
形
式
で
受
け
取
る
も
の
で
す
。

保
険
金
は
、
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
一
括
で
受
け

取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
一
括
で
受
け

取
っ
た
場
合
、
年
金
と
し
て
受
け
取
る
よ
り
受
取

保
険
、
ア
カ
ウ
ン
ト
型
保
険
な
ど
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

（
1
）
定
期
保
険

定
期
保
険
は
、
一
定
期
間
の
保
障
を
得
る
も
の

で
す
。
保
険
料
は
掛
け
捨
て
で
、
終
身
保
険
な
ど

貯
蓄
性
の
あ
る
保
険
に
比
べ
る
と
、
安
く
保
障
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
10
年
間
、
15
年
間
、
20
年
間
」
と
い
う
よ
う

に
保
障
期
間
を
何
年
間
と
す
る
「
年
満
了
」
と
、

「
50
歳
、
60
歳
、
70
歳
」
と
い
う
よ
う
に
年
齢
で
保

険
期
間
を
契
約
す
る
「
歳
満
了
」
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
40
歳
の
時
に
60
歳
ま
で
の
「
歳
満
了
」

で
契
約
す
る
と
、
期
間
中
保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
60
歳
に
な
っ
た
時
点
で
保
険
期
間
は
満
了
と

な
り
、
契
約
は
消
滅
し
ま
す
。

一
方
、
40
歳
の
時
に
20
年
間
と
い
う
「
年
満
了
」

の
契
約
に
し
て
い
る
と
、
20
年
経
過
後
、
自
動
更

新
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
60
歳
で
再
計
算
さ

れ
ま
す
の
で
高
く
な
り
ま
す
（
図
1
、
図
2
）。

万
一
の
時
に
残
さ
れ
た

家
族
を
守
る

「
生
命
保
険
」
は
ど
う
入
る
？
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総
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
30
歳
で
60
歳
満
了
の
死
亡
年
金
額
10

万
円
の
収
入
保
障
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
35
歳

で
亡
く
な
る
と
、
毎
月
10
万
円
が
60
歳
ま
で
の
25

年
間
支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡
年
金
受
取
総
額
は

3
0
0
0
万
円
で
す
。
40
歳
で
亡
く
な
っ
た
場
合

は
、
毎
月
10
万
円
が
20
年
間
支
払
わ
れ
ま
す
。
受

取
総
額
は
2
4
0
0
万
円
で
す
。

多
く
の
保
険
会
社
は
、
保
険
料
は
保
険
期
間
中

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
中
に
は
逓
減
し
て
い
く
も
の
も

あ
り
ま
す
。

「
逓
減
定
期
保
険
」
は
、
例
え
ば
、
40
歳
で
60

歳
満
了
の
保
険
金
額
5
0
0
0
万
円
の
保
険
に
加

入
し
た
場
合
、
保
険
金
は
毎
年
2
5
0
万
円
ず
つ

減
っ
て
い
き
、
50
歳
で
亡
く
な
っ
た
場
合
、
保
険

金
2
0
0
0
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
保
険
に
よ

っ
て
逓
減
割
合
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、

年
齢
と
と
も
に
保
障
額
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
保

険
で
す
。

（
4
）
終
身
保
険

終
身
保
険
は
一
生
保
障
が
続
く
保
険
で
す
。
解

約
し
な
け
れ
ば
、
死
亡
時
に
必
ず
保
険
金
が
受
け

取
れ
ま
す
。
解
約
し
た
場
合
に
も
、
期
間
に
応
じ

た
解
約
返
戻
金
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
が
掛
け
捨
て
と
な
ら
な
い
分
、
定
期
保

険
と
比
べ
る
と
高
額
に
な
り
ま
す
。
終
身
保
険
は

お
金
が
貯
ま
っ
て
い
く
と
い
う
特
徴
を
利
用
し
て
葬

儀
費
の
準
備
と
し
て
加
入
し
た
り
、
生
命
保
険
の

税
制
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
相
続
対
策
な
ど
に
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
5
）
ア
カ
ウ
ン
ト
型
保
険

「
フ
ァ
ン
ド
型
保
険
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の

保
険
は
、
保
障
部
分
と
積
立
金
部
分
が
分
か
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
定
期

保
険
特
約
や
医
療
保
険
特
約
な
ど
の
保
障
の
保
険

料
と
、
積
立
金
と
し
て
貯
蓄
保
険
料
に
振
り
分
け

ら
れ
ま
す
。

積
立
金
は
、
所
定
の
利
率
で
運
用
さ
れ
、
自
由

に
出
し
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
払

込
期
間
の
満
了
時
点
で
、
貯
ま
っ
た
金
額
に
応
じ

て
、
終
身
保
険
や
個
人
年
金
保
険
に
移
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
金
額
は
、
積
立
金
の
残
高

で
決
ま
り
ま
す
の
で
、
積
立
て
た
保
険
料
が
少
な

い
と
十
分
な
保
障
が
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

一
時
期
、
国
内
生
命
保
険
の
主
力
商
品
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
保
険
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
の

で
す
が
、
毎
月
の
保
険
料
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
が

掛
け
捨
て
の
保
障
部
分
の
支
払
に
充
て
ら
れ
、
積

30歳加入 40歳 50歳

死亡保険金　3000万円

60歳

保険料は、更新時の年齢、
保険料率によって新たに
計算され適用されます。

更新更新

30歳加入 40歳 50歳

死亡保険金　3000万円

60歳

更新・再加入がないため、
保険期間中の保険料は変
わりません。

図2　定期保険：60歳満了タイプ

図1　定期保険：10年ごとに更新した場合



1414

立
部
分
に
充
当
さ
れ
る
保
険
料
は
数
百
円
、

1
0
0
0
円
な
ど
、
非
常
に
少
な
い
設
計
に
な
っ

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
な
印
象
で
す
。

特
約
で
あ
る
定
期
保
険
の
保
険
料
は
、
10
年
や

15
年
ご
と
の
更
新
時
の
年
齢
で
再
計
算
さ
れ
る
た

め
高
く
な
り
ま
す
。
更
新
期
間
が
終
わ
る
と
保
障

は
な
く
な
り
ま
す
し
、
解
約
返
戻
金
も
あ
り
ま
せ

ん
（
図
3
）。

保
険
料
で
比
較
す
る
と
？

保
険
料
の
安
い
順
に
並
べ
る
と
一
般
的
に
、　

収

入
保
険
・
逓
減
定
期
保
険　

＜

　

定
期
保
険　

＜

　

終
身
保
険　

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
保
険

会
社
に
よ
っ
て
付
加
保
険
料
（
保
険
会
社
が
保
険

事
業
を
営
む
上
で
必
要
な
費
用
に
使
わ
れ
る
）
に

よ
っ
て
違
う
の
で
、　

A
社
の
逓
減
定
期
保
険
の
保

険
料　

＞

　

B
社
の
定
期
保
険
の
保
険
料　

と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

必
要
保
障
額
の
考
え
方

収
入
を
得
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族

保
障
の
た
め
に
必
要
な
金
額
は
、
家
族
構
成
、
子

ど
も
の
年
齢
、
現
在
の
収
入
、
資
産
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
遺
族
の
生
活
費
や
そ
の
他
必
要

な
資
金
の
総
額
（
支
出
見
込
額
）
か
ら
、
今
後
見

込
ま
れ
る
収
入
（
収
入
見
込
額
）
を
差
し
引
き
、

そ
の
不
足
分
を
必
要
保
障
額
と
し
ま
す
。
生
命
保

険
で
補
う
と
す
る
と
、
こ
れ
が
保
険
金
額
と
な
り

ま
す
。

支
出
見
込
額
は
次
の
よ
う
に
計
算
し
ま
す
。

必
要
保
障
額
＝（
A
＋
B
＋
C
）−

収
入
見
込
額

A
．
末
子
独
立
ま
で
の
遺
族
の
生
活
費

現
在
の
年
間
生
活
費
×
70
％
×
（
末
子
の
独

立
時
年
齢

−

末
子
の
現
在
年
齢
）

※
配
偶
者
に
経
済
力
が
あ
る
場
合
は
少
な
く
な

り
ま
す
。

B
．
末
子
独
立
後
の
配
偶
者
の
生
活
費

現
在
の
年
間
生
活
費
×
50
％
×
末
子
独
立
時

の
配
偶
者
の
平
均
余
命

※
配
偶
者
に
経
済
力
が
あ
る
場
合
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

C
．
別
途
必
要
資
金

子
ど
も
の
教
育
資
金
や
結
婚
資
金
（
親
の
援

助
額
）、住
居
費
用
、葬
儀
費
用
、相
続
費
用
、

予
備
費
な
ど
生
活
費
以
外
で
必
要
に
な
る
資

金
収
入
見
込
額
は
、
遺
族
年
金
、
死
亡
退
職
金
、

弔
慰
金
、
預
貯
金
な
ど
で
す
。

こ
れ
を
保
険
金
額
と
し
て
生
命
保
険
に
加
入
す

る
わ
け
で
す
が
、
夫
婦
2
人
で
家
計
を
支
え
て
い

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
保
険
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
い
な
い
な
ど
、
遺
族
の
保
障

を
必
要
と
し
な
い
場
合
は
生
命
保
険
に
加
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
命
保
険
と
い
う
の
は
、

貯
蓄
と
違
っ
て
、
加
入
し
た
ら
す
ぐ
に
大
き
な
保

障
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
の
で
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
生
命
保
険
に
加

入
す
る
と
い
う
の
は
正
し
い
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、

万
が
一
に
備
え
る
必
要
の
な
い
人
は
、
N
I
S
A

な
ど
を
使
っ
て
お
金
を
貯
め
な
が
ら
増
や
し
て
い
く

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

生
命
保
険
の
見
直
し
も
大
切

人
生
の
中
で
、
何
度
か
生
命
保
険
を
見
直
す
タ

イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
加
入
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
、
結
婚
し
た
時
で
す
。
夫
婦
共
働
き
の
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
が
収
入
を
得
て

い
な
い
場
合
は
、
死
亡
保
障
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
は
、
も
し
も
の
時
の
生
活
費

や
教
育
費
を
ま
か
な
う
た
め
、
よ
り
大
き
な
保
障
が

30歳加入 40歳 50歳

死亡保険金　3000万円

60歳

定期保険（特約）

積立金（主契約）

図3　アカウント型保険
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必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、加
入
ま
た
は
増
額
し
ま
す
。

逆
に
保
険
金
額
を
減
ら
す
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
家
を
買
っ
た
時
は
、
多
く
の
人
が

機
構
団
体
信
用
生
命
保
険
特
約
制
度
（
団
信
：
加

入
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
残
り
の
住

宅
ロ
ー
ン
が
な
く
な
る
保
障
制
度
）
に
加
入
す
る

の
で
、そ
の
分
、必
要
保
障
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
独
立
は
、
ひ
と
ま
ず
親
と
し
て

の
責
任
を
終
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
必
要
保
障
額

が
減
少
し
ま
す
。

多
す
ぎ
て
も
少
な
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
生
命
保

険
金
額
は
、
生
活
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
見
直
し
、

ム
ダ
な
く
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

必
要
が
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
躊
躇
せ
ず
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
も
し
も
の
た
め
に
お
金
を
使
う
よ
り
、

老
後
資
金
を
貯
め
て
い
く
と
か
、
余
裕
資
金
で
運

用
す
る
方
が
将
来
の
た
め
に
役
に
立
ち
ま
す
。

掛
け
捨
て
は
損
な
の
か
？

掛
け
捨
て
の
保
険
は
嫌
だ
と
い
う
人
は
多
い
よ

う
で
す
。
掛
け
捨
て
の
保
険
は
な
ん
と
な
く
損
を
し

た
気
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
険
加
入

の
目
的
は
、
も
し
も
の
時
に
経
済
的
に
困
ら
な
い

た
め
で
す
。
定
期
保
険
と
終
身
保
険
の
保
険
料
を

比
較
し
て
、保
険
の
持
ち
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
30
歳
の
男
性
が
、
10
年
更
新
で
60
歳

ま
で
（
保
険
期
間
30
年
間
）、
保
険
金
3
0
0
0

万
円
の
死
亡
保
障
を
持
つ
場
合
で
試
算
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
C
社
の
定
期
保
険
】

男
性
30
歳 

保
険
期
間
･
保
険
料
払
込
期
間
10
年

月
額
保
険
料　

30
歳
代	

5
8
7
0
円 

40
歳
代	

9
6
8
0
円　

50
歳
代	

1
万
9
1
6
0
円

払
込
保
険
料
累
計	

4
1
6
万
5
2
0
0
円

平
均
す
る
と
月
1
万
1
5
7
0
円
の
保
険
料
で

30
年
間
の
保
障
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト
で
販
売
を
行
う
ネ
ッ
ト
生

保
を
始
め
、
保
険
料
の
安
い
生
命
保
険
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
保
険
料
の
内
訳
は
、

純
保
険
料
（
保
険
の
原
価
）
＋
付
加
保
険
料　

＝
保
険
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
生
保
は
、
ネ
ッ
ト
で

販
売
を
し
て
い
る
の
で
、
営
業
職
員
の
お
給
料
な

ど
の
付
加
保
険
料
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

【
ネ
ッ
ト
生
保
D
社
の
定
期
保
険
】

保
険
金
額
が
高
額
に
な
る
と
高
額
割
引
が
適
用

さ
れ
、
保
険
料
が
安
く
な
る
。
ま
た
、
更
新
時
に

健
康
状
態
に
問
題
が
な
け
れ
ば
通
常
の
更
新
よ
り

保
険
料
が
割
安
に
な
る
と
い
う
し
く
み
が
あ
る
、
定

期
保
険
で
試
算
し
て
み
ま
す
。

男
性
30
歳 

保
険
期
間
・
保
険
料
払
込
期
間
10
年

月
額
保
険
料　

30
歳
代	

3
2
2
0
円 

40
歳
代 	
6
1
2
5
円　

50
歳
代	

1
万
4
5
2
5
円

払
込
保
険
料
累
計 	

2
8
6
万
4
4
0
0
円

平
均
す
る
と
月
7
9
5
6
円
の
保
険
料
で
30
年

間
の
保
障
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
同
じ
前
提
条
件
で
、
終
身
保
険
と
比
較

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
人
は
、
掛
け
捨
て
を
嫌

う
傾
向
が
あ
り
、
終
身
保
険
は
保
険
料
が
高
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
人
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

や
は
り
以
下
の
よ
う
な
考
え
方
を
す
る
人
が
多
い
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
E
社
の
終
身
保
険　

保
険
料
払
込
60
歳
満
了　

保
険
金
3
0
0
0
万
円
に
入
っ
た
場
合
】

月
額
保
険
料	

6
万
1
0
2
0
円　

払
込
保
険
料
累
計	

2
1
9
6
万
7
2
0
0
円

60
歳
で
保
険
を
解
約
し
た
時
の
解
約
返
戻
金

　

約
2
1
9
2
万
4
0
0
0
円

返
戻
率
は
99
・
8
％
な
の
で
、
実
質
保
険
料
負

担
4
万
3
2
0
0
円
で
30
年
間
死
亡
保
障
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
F
社
の
終
身
保
険　

保
険
料
払
込
60
歳
満
了　

保
険
金
3
0
0
0
万
円
に
入
っ
た
場
合
】

月
額
保
険
料	

5
万
6
9
1
0
円

払
込
保
険
料
累
計	

2
0
4
8
万
7
6
0
0
円

60
歳
で
保
険
を
解
約
し
た
時
の
解
約
返
戻
金

　

約
2
3
1
0
万
9
0
0
0
円

返
戻
率
は
1
1
2
・
7
％
な
の
で
、
実
質
保
険

料
負
担
な
し
で
30
年
間
死
亡
保
障
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
実
質
負
担
を
抑
え
て
大
き
な
保
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障
を
持
て
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
月
々

6
万
円
も
の
保
険
料
を
支
払
い
続
け
る
と
い
う
の

は
大
変
で
し
ょ
う
し
、
あ
ま
り
合
理
的
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
最
近
は
、
保
険
期
間
中
に
保
障
を
使
わ

な
か
っ
た
ら
、
保
険
料
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
保

険
も
人
気
の
よ
う
で
す
が
、
以
下
の
こ
と
を
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
に
貯
蓄
性
を
求
め
る
時
、
お
金
の
「
現
在

価
値
」
と
「
機
会
費
用
」
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

「
現
在
価
値
」
と
は
、
将
来
得
ら
れ
る
価
値
を

現
在
の
価
値
に
割
り
引
い
た
も
の
で
、
割
引
率
に

は
金
利
等
が
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
1
万
円
を

投
資
し
て
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
利
子
が
10

％
だ
と
す
る
と
、
来
年
受
け
取
る
1
0
0
0
円
は
、

現
在
の
1
0
0
0
円
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
年
後
受
け
取
る
1
0
0
0
円
の
現
在
価
値
は
、

1
0
0
0
／
1
・
1
＝
9
0
9
円
で
す
。
将
来
、

解
約
返
戻
金
で
受
け
取
る
2
0
0
万
円
は
、
今
の

2
0
0
万
円
と
等
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
「
機
会
費
用
」
と
は
、
そ
の
機
会
を
逃
し

た
た
め
に
発
生
す
る
費
用
で
す
。
例
え
ば
、
1
万

円
で
投
資
を
し
な
い
で
、
保
険
料
を
支
払
う
と
す

れ
ば
、
投
資
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
ろ
う

1
0
0
0
円
が
機
会
費
用
に
な
り
ま
す
。

一
見
、
終
身
保
険
は
お
得
な
よ
う
に
見
え
て
も
、

そ
の
目
的
に
貯
蓄
性
を
求
め
る
の
は
合
理
的
で
は

な
い
の
で
す
。
更
に
、
現
在
は
、
保
険
の
予
定
利

率
が
非
常
に
低
い
時
代
で
す
。
か
つ
て
の
よ
う
に
、

生
命
保
険
で
お
金
は
増
え
ま
せ
ん
。
保
障
と
貯
蓄

は
別
々
に
考
え
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

以
上
の
こ
と
を
保
障
目
的
と
し
て
考
え
る
と
、

保
険
に
入
ら
な
い
場
合
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に

備
え
て
貯
蓄
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
の

額
を
運
用
し
て
い
れ
ば
得
ら
れ
た
機
会
費
用
が
発

生
し
ま
す
。
保
険
に
入
っ
て
も
入
ら
な
く
て
も
機

会
費
用
が
発
生
す
る
と
考
え
れ
ば
、
大
黒
柱
の
死

亡
な
ど
、
経
済
的
損
失
が
大
き
な
も
の
に
対
し
て

は
、
加
入
す
れ
ば
す
ぐ
に
大
き
な
保
障
が
持
て
る

保
険
が
有
用
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
は
、
必
要
な
期
間
、
必
要

な
金
額
を
な
る
べ
く
安
い
コ
ス
ト
で
、
合
理
的
に

持
つ
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
必
要
が
な
く
な

っ
た
ら
、
す
み
や
か
に
解
約
し
、
保
険
料
を
貯
蓄

や
運
用
に
回
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
予
定
利
率
が
非
常
に
高
い
時
（
一
般
的

に
は
金
利
が
高
か
っ
た
時
）
に
加
入
し
た
終
身
保

険
や
養
老
保
険
は
、
貯
蓄
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す

の
で
、
解
約
せ
ず
に
持
っ
て
お
く
方
が
お
得
で
す
。

最
も
合
理
的
な
死
亡
保
障
の
持
ち
方
は
？

死
亡
保
障
が
最
も
重
要
に
な
る
時
期
は
、
子
ど

も
が
独
立
す
る
ま
で
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
、

団
信
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で
す
。
し
か
し
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
子
ど
も
は
成
長
し
、
ロ

ー
ン
は
返
済
し
て
い
く
の
で
、
必
要
保
障
額
は
減
っ

て
い
き
ま
す
。
必
要
保
障
額
の
推
移
は
、
右
肩
下

が
り
の
減
少
で
す
。
こ
の
形
と
よ
く
似
た
保
険
が
、

収
入
保
障
保
険
・
逓
減
定
期
保
険
で
す
。
必
要
な

期
間
、
ム
ダ
な
く
合
理
的
に
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す

（
図
4
）。

G
社
の
収
入
保
障
保
険
で
試
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
G
社
の
収
入
保
障
保
険　

加
入
30
歳
男
性　

保

険
期
間
・
保
険
料
払
込
期
間
：
60
歳
満
了
・
年
金

月
額
10
万
円
・
年
金
支
払
保
証
期
間
2
年
の
場
合
】

月
額
保
険
料	

2
7
9
0
円 

払
込
保
険
料
累
計	

1
0
0
万
4
4
0
0
円

35
歳
で
亡
く
な
っ
た
場
合
の
死
亡
年
金
受
取
総
額

死
亡
年
金
月
額
10
万
円
×
12
カ
月
×
25
年
間　

＝
3
0
0
0
万
円

30歳加入 40歳 50歳

死亡保険金　3000万円

60歳

年金形式で保険金を受け
取ります。年金支払保証
期間がついているものも
あります。

支払保証期間が
ついているものもある

図4　収入保障保険のイメージ
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子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
収
入
保
障
保
険
に
加

入
し
、
同
時
に
、
別
途
、
子
ど
も
の
学
費
の
た
め

月
に
2
万
円
の
積
立
て
を
開
始
し
ま
す
。
大
学
入

学
ま
で
に
4
0
0
万
円
ほ
ど
の
貯
蓄
が
で
き
ま

す
。あ

る
程
度
の
お
金
が
貯
ま
る
ま
で
の
間
、
も
し

も
の
た
め
に
定
期
保
険
に
も
加
入
し
、
収
入
保
障

保
険
と
両
方
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
持
ち
方
を
す
る
と
、
保
険

金
額
は
、
一
番
大
き
い
時
（
子
ど
も
が
0
歳
の
時
）

で
4
1
0
0
万
円
で
す
。
そ
の
後
、
子
ど
も
の
成

長
と
共
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
22
年
間
の
保
険

料
の
合
計
は
93
万
3
9
6
0
円
で
、
年
間
保
険
料

は
4
万
2
4
5
2
円
で
す
（
図
5
）。

30歳加入

子どもの
年齢 0歳 5歳 10歳 15歳 22歳

死亡年金額
月10万円

家族構成　夫・妻・子ども1人

54歳

妻に経済力がある場
合は、子どもが社会
人になったら収入保
障保険を解約する。

保険金額を減額でき
る保険の場合は、途
中減額する。貯蓄が
できたら解約する。

G 生命の定期保険に加入し、子どもが18 歳の時に解約、収入保障保険は子どもが 22 歳になった
ときに保険を解約するケースの保険料の試算例

収入保障　保険期間・保険料払込期間：60歳満了、30歳男性、死亡・高度障害年金月額10万円、
年金支払保証期間2年の場合
月額保険料2,790円×12ヶ月×22年間＝736,560円
定期保険　保険金額500万円　保険期間10年で更新

40歳まで　月額保険料  745円×12ヶ月×10年間＝89,400円
48歳まで　月額保険料1,125円×12ヶ月×8年間＝108,000円

合計保険料　933,960円

定期保険
500万円

貯蓄
老後資金を
貯めていく

私
た
ち
は
、
国
民
皆
年
金
制
度
や
企
業
に
よ
る

保
障
な
ど
あ
る
程
度
の
保
障
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
的
保
険
の
保
険
料
が
高
い
と
可
処
分
所
得
を
減

ら
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
保
険
料
の
安
い
保
険

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
職
場
の
団
体
生
命
保

険
や
共
済
保
険
、
ま
た
、
保
険
会
社
の
設
定
し
た

基
準
を
満
た
す
健
康
体
、
喫
煙
習
慣
が
な
け
れ
ば

割
安
な
保
険
料
で
加
入
で
き
る
保
険
も
あ
り
ま
す
。

つ
け
て
お
い
た
方
が
い
い
特
約
に
つ
い
て

最
後
に
、
特
約
に
つ
い
て
で
す
。
ま
ず
、
無
料

で
つ
け
ら
れ
る
指
定
代
理
人
請
求
特
約
と
リ
ビ
ン

グ
ニ
ー
ズ
特
約
は
付
加
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
リ
ビ
ン
グ
ニ
ー
ズ
特
約
」
と
は
、
医
師
か
ら
余

命
6
カ
月
の
宣
告
を
受
け
た
時
、
契
約
し
て
い
る

死
亡
保
険
金
の
一
部
を
生
前
に
受
け
取
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
金
額

分
の
契
約
は
消
滅
し
ま
す
。
残
っ
た
保
険
金
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
分
の
保
険
料
は
引
き
続
き
支
払

い
ま
す
。

「
指
定
代
理
請
求
特
約
」
と
は
、
リ
ビ
ン
グ
ニ

ー
ズ
特
約
な
ど
、
生
前
に
受
け
取
れ
る
給
付
金
を
、

契
約
者
の
代
わ
り
に
請
求
す
る
人
を
指
定
す
る
制

度
で
す
。
保
険
は
請
求
し
な
け
れ
ば
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
特
約
を
つ
け
て
お
く
こ
と

で
、
契
約
者
の
代
わ
り
に
保
険
請
求
の
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

図5　死亡保障の持ち方のイメージ

※
掲
載
し
て
い
る
保
険
料
、
解
約
返
戻
金
は
保
険
会
社
、

保
険
商
品
、
加
入
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。


